
































一方、スマートフォンは、iPhone が 2007年に米国で発売されてから 2019年で 10 数年が経
過した。国内外ともに急速に普及してきており、年齢別個人保有率をみると、13~19 歳 81.4％、
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回答者は、120 名である。学年別・性別の内訳は、1 年生 73.3％、2 年生 24.2％、3 年生 3.0％
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一方、「E-mail」の確認頻度は、「1 週間以上」の最も長い回答で 32.5％、次いで「1 日に 2.
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